
昭和55年度 平城宮跡発掘調査部

発 掘 調 査 概 報

日召不日56と年 4月

＼`
イ

奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所



誤正

P.35 上から 1イ子目     0.8～ 1.24      0.8～ 0.2盟

P,46 笏ぎ24昼雪F隣 Y―…19628.764    Y-19620



第 一 図 平 城 宮 跡 発 掘 調 査 位 置 図

表紙カットは、第 122次発掘調査検出二条大路北側溝

SD 1250下 層から出土した人形 (ひ とがた)の一部
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昭和 55年 度平 城官跡発掘調査部発掘調 査概報

平城宮跡発掘調査部は、昭和 55年 度の発掘調査を次のように実施 した。

※本概報に収録
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第 1表 昭和 55年 度発 掘調査等一 覧表
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南面東門 (壬 生門)の調査 (第 122次 )

平城宮跡発掘調査部は昭和55年 3月 18日か ら平城宮南面東門 (壬生門)跡 の発掘

調査を開始し、門の基壇・南面大垣および二条大路などを明らかにし、 7月 18日 にす

べての調査を終了 した。発掘面積は約 3100だ である。

平城宮南面東門周辺地域の平城宮造営以前の地形は、第 2次内裏地域か ら南に延

びる小支丘の南に広がるやや平坦な沖積地である。調査地の中央部には東西方向

の市道が通 っており、 この市道は平城宮南面大垣の位置と推定されていた。水田

は東南に向って一筆 ごとに低 くなっており、発掘区の北 と南では lmほ どの高低

差がある。

遺 構

検出 したおもな遺構は平城宮の門基壇 。南面大垣・ 二条大路・ 宮内東西道路、

それに平城宮以前の上壊墓・ 斜行溝・ 平城宮以後の掘立柱建物である。

1 平城宮の遺構

門基壇 SB 9500基壇上部は著しく削平され礎石や根石は残 っていない夕が、基壇

基礎築成にあたっての掘込み地業が行なわれており、その輪郭によって門の規模

を推定できる。基壇掘込み地業の規模 は東西 28.9m、 南北 14.Omである。この基壇

掘込み地業は南面大垣の東西両端をそれぞれ 3.6mほ どとり込み、 この大垣部分

を除いて、南半の地業を最初に行ない、次いでその北半を、最後に基壇西側の中

にとり込んだ大垣の部分で行なっている。掘込み地業は北側がバ ラス混 じり砂質

土と粘質土を 5～ 10 clllの 厚さで交互につき固めているのに対 し、南側は砂質土 と

粘質上を積み上げただけで、北側ほどしっか りした築成はしていない。掘込み地

業の深さは北側の残存状態の良い所で80clllほ どある。 ごの掘込み地業北西側の北・

西縁に接 し、幅約 60 cIIl、 深さ l cmの 地覆石抜取 り痕跡があり、 この中に凝灰岩の

粉末が残っていることか ら、基壇外装は壇正積 と考え られる。さらに掘込み地業

の北縁の北側 1。 2mに小柱穴 (径 0.4m、 深 さ0.2m)が東西10間 分並んでいる。 乙

れは門建築時の足場穴 S S 9498で あろう。
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南面大垣 SA 1200 門基壇の東で18m、 西で27mに わたって検出した。西側の大

垣は、現在の市道の高まりがそのまま大垣の築土で、高さ0.5mほ ど残 っている。

しか し、東側の大垣は市道が南にやや寄っており、築土 は、後世の耕作に伴 う削

平により基底部のみを残すだけである。大垣は浅 く掘込み地業を行なっており、

その基底幅は2.7mで あり、門位置で 21.6m途 切れている。大垣の築土はバ ラス混

じり砂質土 と粘質土を互層につき固めている。大垣基底部端か ら南・北側 それぞ

れ0.lmの 位置に大垣を版築で築成 した時の堰板を支える添柱穴 SS 9492・ 9493・

9496・ 9497(径 0,4m。 深さ0.3m)が 1.0～ 2.2m間 隔にあり、また大垣の掘込み

地業か ら南北両側 1.2mの所に素掘 りの雨落溝 SD 9487・ 9488(幅 0.4m。 深さ 0.2

m)が ある。大垣の嬬地の部分には、大垣の掘込み地業とは別の掘込み地業 SX

9490。 9491・ 9494。 9495が 認められた。この地業は約 2.5m間 隔で壺掘 り状に掘 ら

れており、南北ほぼ対称で、地業の南北距離は 4mほ どである。地業の深さは40cm

ほどであり、粘質上で埋めている。添柱穴をこの嬬地部分の地業の埋土上面で検

出してお り、大垣は嬬地部分の地業より遅れて構築されたことが明 らかである。

脇門は門心か ら西側 41m、 東側 33mの 間では検出できなかった。

二条大路 SF 9440 大垣心から南12mで北側浦 SD 1250、 南49mで
「
南側溝 SD 4006

を検出 した。 SD 1250は 幅 4.2me深 さ 0。 9mの素掘りの東西溝である。発掘区の東

側では護岸の杭が 0.5m間 隔に打ちこまれている。開基壇掘込み地業が行なわれた時

に門基壇前面のみ両岸を32mに わたって人頭大の石を 5段積みあげ、護岸 してい

る。南側の護岸石は奈良時代に既に崩れており、一部に補修の石やシガラミが認

め られた。後にこの護岸 した個所は下層の堆積土を除去せずに黄褐砂質土で完全

に埋め られ、北側溝は門の東・ 西端で止まる浅い素掘 り溝 SD 9450 0 9452と なり、

両端部のみが玉石一段で護岸される。近世に SD 1250の 南護岸石 と北護岸石東側

は抜き取られた。門の前 の、SD 1250に かかる橋の痕跡は検出できなかった。南側

溝 SD 4006は幅 1.7m・ 深さ0.5mの素掘 り溝である。北側溝 と南側溝 との間は 二条

大路々面にあたり、その幅は35,2mで ある。SD 4006南 側の築地は後世の地下げに

より、検出できなかった。
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宮内東西道路 S F 1761 大垣心の北 9mの所から幅 7.4mの東西道路 SF 1761が あ

り、この SF 1761の 南北両側溝は門基壇の北側で約 21.7m途切れている。北偵1溝 SD

1764・ 9480は 幅0.8me深 さ0.lmで ある。南側溝 SD 1813・ 9481は 後に 2度同位置で

改修されており、最後の溝は幅 1.lm・ 深さ 0.4mで ある。北側溝は地山ときわめてよ

く似た上で埋め られており、特に砂・粘質土等の堆積物はなく、短期間に埋 められ

たものと考えられる。発掘区西拡張区の北側溝 SD 1764の 埋土上には南北幅 2.8 me

厚さ0,lmほ どの黄褐色砂質土層が一部認め られた。この上層の下に南北の暗渠 SX

9479が設けられ、木樋が一部残 っている。平城宮第 32次補足調査において、南面

大垣の北 13mで築地基壇 SA 4150を 検出 しているので、今回検出した黄褐色砂質

土層も築地基壇の積み土 と考え られる。南側溝 SD 1813 A・ 9481Aは 、 大垣の築

地が構築されたとき黄褐粘質土で埋め られ、雨落溝 S D 9487・ 9488が掘 られた。

さらに門基壇の掘込み地業が行なわれた際に、再び旧南側溝の位置に素掘 りの東

西溝 SD 1813 B。 9481Bが 掘 られ、門基壇の北側両隅で、基壇にそって釣形 に折

れ曲がる南北溝 SD 9474・ 9482(幅 0.6m。 深さ0.2m)と 合流 している。両南北溝

間の距離は 25.4mで ある。後にこの釣形の南北溝 SD 9474・ 9482を 砂で埋め、門基

壇の東・ 西側で東西溝 と直交する南北溝 SD 9477・ 9485(幅 0.6me深 さ 0.2m)に

改めている。 この南北溝間の距離は 31.6mで ある。また門基壇,いから東 。西 36.2m

の所に掘られた南北溝SD 9478・ 9486(幅 0.8m。 深さ0.3m)も 東西溝に合流 してい

る。 これ らの南北溝が築地 SA 9470の 下を通 る位置に暗渠の施設がみ られ ない こ

とか ら、南北溝が掘 られた時には築地はとり払われていたものと考え られる。南

北溝 SD 9477・ 94780948509486か らはこれらが合流する東西溝 SD 1813 C・ 9481C

と同 じく多量の瓦が出上 しており、宮の終末期にこれ らの瓦が投棄されたもので

あろう。

今回の調査で検出した奈良時代の遺構の概要は上述の如 くであるが、 これ らの

遺構は、門基壇、大垣、二条大路の側溝、宮内道路 と東西 。南北溝の掘削・ 重複
6

埋め戻 しより以下の 3期 に大別できる。なお、 A期 についてはさらに Al・ A2期

の 2小 期に分けられる。
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Al期  大垣築成予定位置の南北両側でそれぞれ2.5mの 間隔をもって壷掘 り状

の掘込み地業 SX 9490・ 9491・ 949409495が ある。 この地業は門の位置で 21.6m開

いているが、門基壇の痕跡は検出できなかった。二条大路北側溝 SD 1250は 素掘

りである。宮内の東西道路 SF 1761の 北側溝SD 1764。 9480は 早い時期に埋め戻され、

その上に築地 SA 9470が構築された。 Al

A2期  大垣 SA 1200を 築成 し、

宮内道路南側溝 SD 1813 A・ 9481A

を埋め戻 し、大垣の雨落溝SD 9487・

9488を 掘 っている。 この大垣にと

りつ く門基壇の痕跡は検出できな
A2

か った。築地 SA 9470お よび二条大

路北側溝 SD 1250は Al期 と同 じ位

置である。

B期   門基壇SB 9500の 掘込み

地業を行なっている。掘込み地業

を行なうにあたって、大垣の両端

それぞれ 3.6mを 門基壇の中にとり

込んでいる。新たに東西溝 SD 1813

B。 9481B。 南】ヒ溝SD 9474・ 9482

を掘 り、また二条大路北側溝 SD

1250は 門の前面32mだ け人頭大の

玉石で護岸・ 整備 している。

C期  門基壇 。大垣 はB期 と

同 じである。南北溝 SD 9474・ 9482

をSD 9477・ 9485に 改め、また門前

の玉石で護岸をした二条大路北側

溝を埋め戻 し、門の東・ 西端で止 第 3図 第 122次遺構変遷図

-7-



まる浅い素掘 りSD 9450 0 9452に 改めている。

2 その他の遺構            ,

平城宮以前の遺構 二条大路 SF 9440で 弥生時代の上城 SK 9441 0 9442・ 9443と

古墳時代の斜行溝 SD 945【 を検出 した。

平城宮以降の遺構 門の西南において、北で東に振れる南北棟の掘立柱建物SB

9454を 検出 した。 この建物は二条大路北側溝が完全に埋 った後に、側溝埋上の上

に建て られている。桁行 3間 (1.9m等 間)、 梁行 2間 (1.8m等間)で、柱の掘形

は一辺が 0.6mの方形である。

遺 物

1 奈良時代の遺物

おもに二条大路北側溝 SD 1250と 大垣北側の東西溝 SD 1813・ 9481・ 南北清 SD

947809486か ら出上 した。特に二条大路北側溝下層か ら木簡・ 瓦・ 土器と共に多

数の木製人形が出上 した。

木 簡  144点 出上 した。年紀のあるものは「□亀四年」「天平三年」「天平

四年」「天平六年」の 4点である。また霊亀元年か ら天平十二年頃まで施行され

た郷里制による記載を有するものが 3点、それ以降の郡郷制による記載のあるもの

が 4点ある。内容的には、文書様木簡・付札・習書等があり、 また『和名抄』に記載

されていない従来未知の郷名 も 2点 ある。次にいくつかの釈文をかかげる。

・袴前國上道郡安度郷立原里 介濯田呂三革
井六斗

・但馬國養父郡賀母郷白米五斗

・ 伊豆國賀茂郡□ 日郷矢田マ多米志調□

。右五人進三階 正八位下
ミ ヾ ミ ヽ ミ ミ ヾ ミ ミ

。□奴大魚之 自家ホ浪人集令住事間給申久□

・ 内侍 高田丹比門出八 日多治

・ 造兵司移衛 門府 な編響協議理己詑亘          (表 )

柔状知以今 日令運褐具状以移             (裏 )

天平三年十二月廿日従七位上行大令史葛井連「□足」
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瓦  軒瓦 135点、道具瓦 8点、刻印瓦11点 出上 した。軒瓦の中で丸瓦 と平瓦

の各時期 ごとの出土点数は以下のようである。

融 軒  丸  瓦 軒  平  瓦 計

I 期 72(内藤原宮式42) 6(内藤原宮式 5) 78

Ⅱ 期 18 35

Ⅲ  期 1 4 5

これ らの軒瓦の中で平城宮瓦の編年 I期 の瓦の出土点数が多 く、その中で も藤

原宮式が半数以上を占めている。 この割合はこれまでの大垣関係の調査において

もほぼ同様の結果を得ている。道具瓦には面戸瓦 5点 。鬼瓦 3点がある。なお、

刻印としては、「 目」「田」「矢」「伊」の 4種類がある。

土 器  出土土器の大半は土師器・ 須恵器の食器類であり、平城宮土器編年

で Ⅱ期か らⅢ期 (養老 5年か ら天平勝宝年間)に わたっているが、 Ⅱ期に属する

土器の出土点数が多い。 これ らの土器の中には蹄脚硯 1点、転用硯47点、墨書土

器20点 、ヘラ描土器が 4点 ある。墨書土器には「兵部」「兵厨」「兵部厨」「民

厨」「大」「二番」「金」「道」などがある。

木 製 品  木製品として人形 207点、刀形 1点、鳥形 1点、舟形 1点、削 り 掛

け 1点、曲物 3点、鎌柄 1点、 しや もじ 1点、ヘアピン 1点、雲形飾板 1点、付

札状品 2点、また竹製品として籠が 4点 出上 した。人形は 5 clll前後の小型のもの

か ら30 clll近 いやや大型 の もの まであり、顔や胸・ 手 。足の作 り方にもい くつか

の種類がある。また、顔だけでなく冠や衣服まで表現 した例、表面には呪語、裏

面には「重病受死」 と墨書 した例などもある。

金属製品  帯金具 (巡方)が 1点出土した。この巡方は黒漆塗 りである。 この他、

和同開珠が 2点 出上 した。

2 その他の遺物

小判形の上墳か ら弥生式上器破片が10数点出土 した。また斜行溝か ら 5世紀後

半に属する土師器・ 須恵器が多量に出土 した。
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ま と め

今回の調査において、南面東門 (壬生門)・ 大垣・ 三条大路を一体 として明 ら

かにするとともに、出土遺物から、朱雀門あるいは南面東門での儀式の一端を明

らかにし、また、南面東門付近の官衛を推定 し得たことは大きな成果であった。

以下その要点をあげてお く。

A期 の門の痕跡は検出できなか つたが、小規模な門が存在 していた可能性が高

い。 Al期 の大垣犬走 り位置の地業については、将来の南面大垣調査の機会を待って

その性格を明 らかにしたい。 B期 の門の規模は平城宮西面中門とほぼ同 じであり、

朱雀門に次 ぐような大規模な門でないことが判明 した。次にA～ C期 の各造営時

期について tよ、二条大路北側溝下層か ら出土 した木簡の年代や瓦・ 土器の型式よ

り、Al期 が和銅の造営 時に、B期 の門・ 門前二条大路北側溝の整備が聖武天皇即

位を目標 とした養老 5(721)年 頃に始まる造営に、IC期 の門前二条大路北側溝の埋

めたてが天平宝字の改作時の造営にかかわる可能性がある。

次に遺物についてであるが、まず注 目すべきものに人形がある。人形は宮内で

これほど多数・ 多型式のものがまとまって出土 した例は今までにない。人形はい

ろいろな祭祖に使用されたと考えられており、祓の儀式においても使用されたであ

ろう。『法曹類林』によれば毎年 6・ 12月 の晦 日に大伴壬生二門間の大路で大抜が

行なわれたとある。 これが平城宮のことを指 しているとすれば、今回出土 した人

形は朱雀門一壬生門の大路で行なわれた大祓の儀式に使用されたものと見て もよ

かろう。官衡の所在を推測しうる資料 として墨書土器や木簡があげ られる。それは

「兵部」「兵部厨」「兵厨」「民厨」と記 した墨書土器、「造兵司移衛門府 査編彗協

雇理己詑軍」「 右五人進
二階正八位下」 と記 した木簡である。 これ らに関連する

官行は、九条家本「延喜式」宮城図によると八省院の西南に兵部省が、東南に式部

省、民部厨が位置 していることとヽまた、『延喜弾正式』によれば、それぞれ門に

近いところにある官司への運送物品が規定されていることか ら、平城宮において

も、南面東門の近 くに「兵部省」「兵部厨」「式部省」「民部厨」が存在 してい

たものと推測される。
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Ⅱ 推定馬寮北辺地域の調査 (第 127次 )

平城宮の西辺部、西面中門と西面北門とにはさまれた一帯は、第 47・ 50～ 52・

59・ 63・ 71次の 7回 にわたる発掘調査によって、諸国の御牧や官牧か ら毎年貢上

される馬を飼育・ 調教する役所、すなわち馬寮があった場所 と推定されるに至っ

ている。その官衡域は、平城宮の西辺に接 し、東西は南北塀、南は西面中門か ら

のびる道路、北は築地塀で区切 られた東西84m、 南北約 250mの 細長い区域であ

る。 この地域が馬寮に推定されたのは、◎厩 と考え られる桁行の長い建物が多く、

これ らを官衡域の周辺部に配置 し、中央部を空地 としていること、①「内厩」「■

馬」 と墨書 した上器片が出上 していること、③平安宮において も、左・ 右馬寮は

宮の西辺部に配置され、東西 35丈 (約 106m)・ 南北 84丈 (約 254m)の 南北に長

い近似 した官衡域を有すること、の 3つ の理由による。

平城宮第 127次 発掘調査地は、奈良市二条町 1丁 目 4番で、推定馬寮官衡域の

北辺部分にあたる。同地は従来宅地のために調査できなかったが、昨年度国有地

となり、宮跡の環境整備事業に先立 って発掘調査を実施することになった。

今回の調査地は従前の調査地 と南 (第 59次北)お よび東 (第 63次 )で 隣接 して

いる。調査区はこれ ら過去の調査で検出 した遺構 と一部重複するように、東西34

m。 南北30mの 範囲で、西北の民有地を除いた逆 L字形に設定 した。調査面積 は

780言 、調査期間は昭和 55年 10月 13日 か ら12月 1日 までである。

上層は上か ら表土・ 灰褐砂質土・ 黄褐粘質土 。暗褐粘土 。青灰粘質土 (地山 )・

黄褐砂質土 (地 山)で、黄褐砂質土は全体 としては北か ら南に下降 しなが らも、

調査区中央では比較的高 く隆起 して部分的に上層の地山である青灰粘質土を欠い

ている。奈良時代の遺構は暗褐粘上をやや削 り込んだ面、地表か ら60～ 70 cmの 深

さで検出 した。暗褐粘土は調査区北部の築地南雨落溝SD 6479以 南 に全体的に分

布するが、上層部で若干奈良時代の遺物を含むので整地上 と考え られる。

遺 構

検出した遺構は、掘立柱建物 5棟、築地塀 1条、掘立柱塀 1条、井戸状土壊 1
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基である。

掘立柱建物 SB 6430は 、従前の調査 (第 59、 63次 )で も一部が検出されていたが、

今回の調査によって南北に庇をもつ桁行14間 以上、果行 4間、柱間寸法は桁行 と

庇の出が 8尺等間、身舎梁行が10尺 2間 の長大な東西棟であることが判明 した。

掘立柱建物 SB 6469は、従前の調査分 とあわせて桁行 7間、梁行 2間の東西棟 (8

尺等間)と なり、柱掘形の重複関係か ら、SB 6469は SB 6430よ りも新 しいことが判

明 した。

掘立柱建物 SB 9552は 、桁行 3間 (8尺等間 )、 果行 2間 (7尺等間)の東西棟 で、

この南側柱筋はSB 6469の 南側柱筋 とそろっている。

掘立柱建物 SB 6429は、従前の調査分 とあわせて桁行 5間 (9尺等間)の 南北棟

であるが、妻柱の痕跡は南北 ともに検出されない。柱掘形の重複関係か ら、SB 6429

は SB 6430よ りも新 しいことが判明 した。

掘立柱建物 SB 9553は 、桁行 3間 (6尺等間 )、 異行 2間 (7尺等間 )の 総柱の南北

棟で、馬寮北限の築地 SA 6475が 廃絶、削平された後に建て られている。

東西溝 SD 6473・ 6477は素掘 りの溝である。SD 6473は 幅 1.Om、 深さ 0,4mで ある

が、 SD 6477は 幅・ 深さともにきわめて不定形である。SD 6473の 埋土上面には、

凝灰岩の粉が一面に認め られた。 この両溝は築地塀 SA 6475の 南北の雨 落溝 と考

え られる。

築地塀 SA 6475は 、著 しく削平されているが、SD 6473・ S D 6477の 間で掘り込み

地業の痕跡を検出 した。また、SS 9554は SA 6475に ともなう足場穴 と考え られる。

掘立柱塀 SA 9555は 調査区西端で検出 した 2間 の南北塀である。柱位置の西を拡

張 したところ、対応する柱穴はな く、少 し柱間寸法の異なる、より大きな柱掘形

が検出されたため、西側には別に掘立柱建物 (SB 9569)が 存在 し、これにともな

う目隠塀ではないかと考え られる。

土 壊 SK 9560は 、径約 3m、 深 さ lmほ どの大土城で、SB 6430よ りも新 しい。底

部に奈良時代の丸 。平瓦片を含んでいたが、後世の遺物はなか った。一見井戸状

を呈するが性格は不明で ある。
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遺 物

出土遺物は全般的に少な く、灰釉皿片 2点・緑釉坑片 4点・ 緑釉唾壺片 1点 を

おぅくむ土器片 と、軒丸瓦片 2点 (6231・ 藤原宮式 )・ 軒平瓦片 4種 8点 (6664・

6721・ 6641・ 6681)を含む瓦片以外には顕者な遺物はない。なお、SB 6430の 柱

掘形か ら軒平瓦 6664-D型式が出土 している。

ま と め

今回の調査では 3時期以上に及ぶ建て替えが明 らかになったが、従来の推定馬

寮官衛域の発掘調査で も 3～ 4期 にわたる建物群の存在が明 らかになっている。

その変遷について、現時点での成果を次にまとめておきたい。

A期  この時期の馬寮は、北を築地 SA 6475、 東西を掘立柱塀で区画 された東

西84m、 南北 250mの 官衛域内の北に正庁 と思われる東西棟 と付属建物 とを有 し、

厩舎 と思われる長大な南北棟を北・ 東 。南に配 し、西寄 りの中央部を空地 として

いた。                                、

B tt  B期 になると、西を区画 していた塀 がとりはらわれて、官衡域は西面

大垣にまで拡大 したようである。 この時期の建物は官衡域の北半部に集中 し、南

半部を空地 として残 している。北中央に庁舎 と思われる建物群を置き、その東西

と北に長大な建物がめ ぐる。今回の調査で検出 した長大な建物 SB 6430も このひ

とつである。また西面大垣に接 して鍛冶工房 が設け られた。

C tt  C期 は基本的にB期 に近似 した建物配置で建て替えがなされているが、

規模が若千縮小するようである。今回の調査で検出した SB 6469や SB 9552も おそ

らくこの時期のものであろう。

D tt D期 は平安時代にまで下降する。 この時期には北への築 地 SA 6475な

どの区画は廃絶 しており、旧馬寮官衝域の南に、方位を北か らやや東に振った小

さな建物群が集中する傾向があり、 この時期はさらに細分することが可能である。

今回の調査で検出 した SB 6429や SB 9553も この時期まで下降する可能性がある。
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Ⅲ 束 院 地 区 の 調 査 (第 128次 )

平城宮跡発掘調査部は、 1964年 の国道24号バイパス計画に先行する調査以来、

東院地区における調査を計 8回実施 してきた。 とりわけ東院西辺地区については、

第22次南・ 39次・ 43次・ 104次 の各調査の中で、東院の造営が宮造営の比較的早

い時期に開始されているという貴重な成果を得た。

今回の調査区は、東院西辺地区の中央やや東よりの部分にあた り、既調査結果

をも含めたこの地域における空間利用の変遷を明 らかにすることを目的として行

なった。調査は 1981年 1月 7日 に開始 し、現在継続中である。以下 に現時点にお

ける調査成果を報告する。なお、調査面積は 2500 nfで ある。

遺 構

調査地は、宇奈多理座高御魂神社か らのびる丘陵地形 と、水上池か ら南に広がる

谷地形 との間の緩傾斜面にあたり、旧地形は調査区の東南で高く、西方に向って徐々

イむ低くなる。 この傾斜面に 3～ 4層の整地を行い、 建物の造改作を行なっている。

ただ、築地 S A 26を 境に西 と東とでは整地の様相がかなり異 ってお り、西半部は

中世以降の耕作時に削平 されている可能性がある。また、整地面で検出 した柱掘

形は概 して浅 く、削平 と整地を交互にくりかえ し、建物を建て替えていることが

判明 した。

A期   平城宮造営前後の、遺構の極めて希薄な時期である。 この時期の遺構

としては、既に第 104次調査で検出している斜行溝 SD 8600の 上流部 と、これに連

続する東西溝 SD01が ある。両者 ともにシガラミの護岸をもつ。 SD 8600の 東岸

シガラミは S D01の 南岸 シガラミに連続 し、S D 01の 北岸 シガラミは SD 8600を

横切 る状態で西にのびている。現段階では、SD 8600西 岸 とS D 01北 岸 との前後

関係を決定することはできないが、両者は一連のものである可能性が高い。また

SD 8600は SD 01と のとりつき部か ら北へはのびないことも確認 している。 SD

8600か らは、第 104次調査で和銅の年紀銘をもつ木簡、および平城宮土器編年 I・

Ⅱ期に属する土器類が多量に出土 しているので、これ らの遺構は和銅年間か ら天
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第 128次発掘遺構図
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平初年に至る比較的長い期間に存在 したと考え られる。

乙れとは別に、SD 01と S D 8600の 取 り付き部北側で、円孤状の 小枝の堆積を

検出 し、その西端では流路の痕跡を思わせる幅約 30 cmの 黄褐砂の堆積を確認した。

第 16・ 17次 調査で検出 した下 ッ道の側溝 S D 1900に も同様の小枝の堆積があり、

堰のような施設 と推定された。両者が非常に類似 していることや、本調査区南壁

土層下層部に和銅年間の上器を含む砂礫層が存在することなどか ら、平城宮造営

以前に自然の流路を人工的に一部整備 している時期のあったことが推定される。

B tt  A期 の S D 8600、 S D 01は 廃絶され、南北大溝 SD 3297 Aに 付けかわ

る。 この SD 3297は 断面の検討の結果、3時期にわたって存在 した可能性があり、

この地域における重要な排水系路であったものと考え られる。

S D 3297 Aに は、第 22次南調査で検出した井戸 S E 3230か らの排水路 SD 319a A

が取り付 く。s D 3193は 、側面 。底面に人頭大の石を用いた東西溝で、その堆積土中

か ら「天平十二年」の年紀をもつ木簡 1点が出上 した。恭仁遷都が天平 12年 12月

であるか ら、S D 3193は それ以前に既に存在 していたものと考え られる。

また、調査区南部では、東西 玉石溝 S D 46が S D 3297 Aに 取り付 く。

建物遺構 としては、本調査区 の西端中央部で、第 104次 調査でその一部を検出

した S B 8578は 、10尺等間の 7間 × 2間西廂付南北棟掘立柱建物であることが判

明 した。調査区中央部では、 L字形に折れる塀 S A 03と その北側に東西塀 S A42

があり、 これ らの塀に囲まれるように南北両面廂付東西棟掘立柱建物 S B 02が 存

在する。 SB 02東 半部は調査区外へのびる。身舎部分、廂の出はともに10尺等間

である。また、 SA 03と S A 42は 、いずれも10尺等間で柱筋をそろえており、建

物 としてまとまる可能性があるが、その精査は今後の補足調査を待ち、後 日詳 し

く報告する。

この時期は、第 104次調査では東院の西限を、築地 SA 26の 西 31mの 所の南北

塀 SA 3237と 考えており、東院が大型の南北棟の建ち並ぶ官行として整備されて くる

時期としているが、今回の調査区では、南北大溝 S D 3297 Aを 境に遺構の密度が低く

なり、東方への整備が未だ進展しない時期だといえるだろう。
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C tt  C期 は、北東方向か ら南西方向に斜行する乱流 SD 13に よって、この

地域の様相が一変する時期である。 S D 13は 幅約 3mで 、おそ らく決水時に自然

地形に従 ってできたものと思われる。その堆積土はバ ラスま じりの灰色砂で、 こ

の中か ら「天平」年間の年紀のある木簡および平城宮瓦編年Ⅲ期の瓦、平城宮土

器編年Ⅲ、Ⅳ期の上器が多量に出上 した。

次に S D 13は SD 3113に付けかえ られる。 S D 3113は 一部斜行 しなが らS D 32

97と 流路を同 じにする。またこの溝は第22次 南調査で も同様 に一部斜行 しており、

乱流 S D13の 流路を踏襲する形で付けかえ られたも・のと思われる。第 22次南調査

では、 SD 3113の 堆積土中か ら「天平勝宝」の記載のある木簡が出上 してお り、

SD 13を 天平 12～ 17年 の恭仁遷都時の荒廃期にできたものとするならば、還都後

まもな くSD 3113に改修 され、天平勝宝年間まで存続 したものと考え られる。

また、SD 3113に は、B期 の SD 3193 Aの 東への延長部 SD 14が 取 り付き、 SD

3193Bと なる。 この延長部は、 S D 3198 Aと 形状はほとんど変わ らないが、 SD

3297と の交差点付近を境にやや方位を異 にしており、東部は後世の付加であるこ

とを物語 る。

この時期の建物遺構には、 6尺等間の 2間 × 3間 南北棟掘立柱建物 2棟 (SB

07・ 09)、 5尺等間の 2間 × 3間 南北棟掘立柱建物 1棟 (SB 08)が あるが、い

ずれ も小規模で、乱流の破壊を受けたあとの、この地域が整備の前段階にあること

を表わ している。

D期   この時期の排水系路は B期 と基本的に変わりはない。 C期 の SD 3113

は再び南北大溝 S D 3297 Bに 付けかわ り、 これに東西石溝 SD 3193Cが取り付く。

還都後、整備が比較的進んできた時期で、建物 も、 2間 × 7間 の南北棟礎石建

物 SB 06、 同 じく 2間 × 6間 以上の南北棟礎石建物 SB 05、 2間 × 5間以上の南

廂付東西棟掘立柱建物 SB 04が、それぞれ L字形に柱通 りをそろえて存在する。

SB 05006は 桁行が10尺等間、梁行が 7尺等間で、礎石は既に抜きとられ、据え

付けの掘形 と根石を検出したにとどまる。

またこの時期は、第 104次調査で明 らかになった 2間 × 5間 の南廂付東西棟掘
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立柱建物 6棟が、妻柱をそろえて南北に整然 と建ち並ぶ時期に該当する。

E期   南北塀 SA 19で大きく東西に空間が分かたれ、塀の東側に建物が整然

と配置される時期。 この地域の造作がかなり進んできたことを示す。

塀 SA 19は 、第 43次調査で検出 した SA 5740と ほぼ柱通 りがそろい、両者は同

一のものである可能性がある。同時に、 これ らの塀はこの時期における東院の西

限を示す ものと考え られる。

まず、第 104次 で検出 しているこの時期の建物 として、SB 8632・ 8640の 東延

長部を調査区西辺で検出した。 SB 8632は 、 5間 × 2間 の南廂付東西棟掘立柱建

物 SB 8640は 、同形で北廂付 となる。両者 ともに身舎部分は 9尺等間、廂の出は

10尺である。

また今回新 しく、 SA 19の 東側に東西棟 3棟、南北棟 1棟 を検出 した。SB 15

は10尺等間、 2間 X3間 以上の東西棟掘立柱建物で、北 。西 。南を SD 20が 囲む。

SD 20は幅20 cmで、底面・ 側面に一部玉石の遺存がみ られる。玉石の欠如部分に

もいくつか抜き取 り痕跡が認め られるので、全面玉石敷であった可能性がある。

SB 16は 2間 × 4間以上の南廂付東西棟掘立柱建物。身舎部分、廂の出はとも

に10尺等間である。

SB 17は、10尺等間の 2間 × 4間以上東西棟掘立柱建物。北側柱の西か ら4番

目と 5番 目の柱掘形に、根巻石を思わせる凝灰岩製切石を検出したが、並び方が

不揃いであるため、廃絶時に投棄されたものと考え られる。

以上の 3棟 は、いずれも西妻柱筋をそろえており、建物東半部は調査区外へ続

いている。

SB 18は 10尺等間の 2間 × 3間以上南北棟掘立柱建物で、南半部は調査区外へ

のびる。西側柱筋は、上記の 3棟 の西妻柱 と柱通 りを通す。

排水系路は南北大溝 SD 3297 Aで、SD 3193は 廃絶されている。 SD 3297 Aに

は前述の SD 20・ 21が とりつ く。

F tt  E期 の塀 SA 19の 位置か ら約 10m西 に築地 SA 26が造 られ、 SA 19は

廃絶する。SA 26は 第 43次調査で検出 した築地 SA 5760と ほぼ中軸線をそろえる
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第7図 第 128次発掘区全景 (北から)

ため、両者は一体のものと考え られる。

築地 SA 26の東側を南北に SD 3109が 貫流する。SD 3109は 、護岸に径 13 cIIlの

丸太を半載にした杭を打ち、 この杭列の外側に側板をおとしこむ構造をもつ。底

面は全面玉石敷である。側板は幅約 20 calで 、調査区北半部で 2枚分、南半部で 1

枚分を残すのみであるが、遺存の良好な部分では、杭列の頂部が溝底か ら約 70 cm

側板の上面か らは30 cllを 測 り、廃絶時に最上部の側板が一律に抜き取られたもの

と考え られる。ただ、北部では部分的に側板の上面か ら杭列の頂部まで玉石を積

み上げている個所があり、中央部及び南部では底石の上に同様の石が落 し込まれ

ている部分もあることから、当初から側板は 2枚で、その上に石を積み上げる護

岸方法であった可能性もある。また、SD 3109と 築地 SA 26と の心々間距離は約

1.8m(6尺 )で あり、SD 3109は 築地の東側雨落溝と、この地域の基幹排水路

の両機能をあわせもつ清であったと考えられよう。

調査区の北辺では、SD 3109に とりつく東西玉石溝 SD 30を検出した。 この溝に

は杭列及び側板は存在 しないが、底石を一部 S D 3109と 共有 しているし、取り付

き部の SD 3109側 板に補修の痕跡がみられることから、これらの溝が互いに連続

していた時期のあったことを推測させる。

築地の西側雨落溝は、南端で一部 SD 29と して検出し、断面上層においても、
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その存在を確認 した。S D 3109と SD 29は 調査区内の 4ケ 所で木樋によって 連絡

している。

また SD 3109に は、調査区中央部で、井戸 SE 27Aか らの東西排水路 S D 28A

がとりつ く。 SD 28Aは一部断面土層で SD 28B底石の下層に堆積する帯状の砂

層を確認 したにとどまる。

井戸 SE 27 A主体は、方 1.35m、 深 さ 1.lmで、各辺枠板 3枚 を井籠組みにし

ている。枠板の最下段は、幅65 cm、 厚さは約 9 cmを 測 り、建築部材の転用であ
i

る可能性が高い。井戸四周には、やや小ぶ りの玉石を用いた一辺 5.2mの i方形の

排水路がめ ぐり、この内側は表面を小礫で化粧している。

この時期の建物には、まず築地 SA 26に 開 く門 SB 25が あり、 この門の約 6

m東で、10尺等間の目隠塀 SA 24を 3間分検出した。

調査区北部には、10尺等間の 2間 × 5間東廂付南北棟掘立柱建物 SB 22が存在

する。

井戸 SE 27 Aの 東には 8尺等間の 3間 × 1間以上南北棟掘立柱建物 SB 23、 南

には 5尺等間の 2間 × 3間南北棟掘立柱建物 SB 10、  2間 ×1間 以上西廂付南北

棟掘立柱建物 SB ll(身舎 8尺、廂の出 7尺 )、 2間以上 ×1間 以上の掘立柱建物

SB 12が、それぞれ存在する。

G期   築地 SA 26と S D 3109は F期 を踏襲 し、SD 30は 廃絶される。また、

調査区の中央部 2個所で築地 SA 26に 敷設された木樋暗渠 SX 37、 38を検出した。

水は SD 3109か らこの 2っ の木樋暗渠を経て、それぞれ東西溝 SD 36、 SD 8620

へとづ【水される。

調査区中央やや南よりには、護岸に人頭大の石を用いた東西溝 SD 35があり、

SD 3109に 取 り付 く。 この溝の廃絶後、直上に区画のための塀 SA 34を設けるが、

これはG期 の中の小規模な改造 とみて差 しつかえないであろう。

井戸 SE 27 B本 体は F期 のものを踏襲するが、排水路は大ぶ りの石を用いた一

辺 7mの 大形のものに造 り替え られる。またこの排水路の西辺には洗場が張り出

し、SD 28Bを 経て SD 3109に連続する。この洗場およびSD 28Bも 同様の石組
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で、両者の 取り付き部 に一部閉塞石を検出した。 これは水量調節に伴 う何 らかの

施設であろうと推定される。井戸枠内の埋土は一様に灰色粘上で、 この中か ら多

量の上器・ 瓦のほか、和同開弥 5枚、高年通宝 6枚、神功開宝 12枚 、帯金具の丸

輛 1点 それにモモ、 シイ、ウリ等の種子類が出土 した。

この時期の建物配置は、 F期 に比 して一段 と密度が高 くなる。 SB 22は F期 を

踏襲 し、SB 23は 同位置に 5間 Xl間 以上の東廂付南北棟掘立柱建物 SB 31に 建

てかえ られる。桁行は 8尺等間、廂の出は10尺 である。

SA 34の 南側 10mに は、10尺等間の 2間 × 3間以上南北棟掘立柱建物 SB 33、

同 じく10尺等間の 2間 × 6間 以上東西棟掘立柱建物 SB 32が、それぞれ北妻柱筋

と北側柱筋をそろえて建つ。

また、今回の調査で検出した水路網および築地などの前後関係か ら、第 104次

調査で検出 した建物遺構は、すべて E期以前のものと考えた。 F・ G期 には、築

地 SA 26以 西は的門か ら北進する路面敷であった可能性がある。またこ、のことか

ら、築地 SA 5760を 境に東方の建物の密度が圧倒的に高 くなるという第 43次調査

の成果 ともあわせて、築地 SA 26・ 5760を 、 F・ G期 における東院の西限に比定

しうる。

なお、築地 SA 26以東における、 F・ G期 の遺構 の検出時に、整地層 か ら緑釉

128次出土墨書土器第 8図 第
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簿の破片、 S K 45か ら緑釉瓦の破片が出土 した。 このことは、『続 日本紀』 の神

護景雲元年条に記される、瑠璃瓦で葺かれた「東院玉殿」なる建物が、 この調査

区の近い場所に存在 したことを想像 させるし、 F・ G期 の年代の一端をうかがい

知 る貴重な成果を得たともいえるだろう。

H tt  H期 の遺構はすべて奈良時代以降のもので、掘立柱建物 4棟 (SB 39・

40・ 41・ 43)と 、礎石建物 1棟 (SB 44)がある。

遺 物

遺物は現在整理の段階であるため、詳細は後 日の報告にゆずることとし、ここ

では概略説明にとどめてお く。

上器は、須恵器・ 土師器 ともに多量に出土 し、食器類が多い。奈良時代後半の

ものがほとんどである。 SD 3109か らは「盛所」「大膳」などの墨書土器が多量

に出土 した。

瓦導類の出土 も多 く、軒瓦の総点数は約 400点 を上回る。軒丸瓦では 6311・ 62

82型式、軒平瓦では 6663・ 6721型式が多い。時期は平城宮瓦 Ⅱ期以降のものが

圧倒的で、 I期 に属するものはごく少量である。また緑釉簿、緑釉瓦 も出上 して

いる。木簡は、S D 3297・ 3109を 中心に約40点 出上 しており、若狭国か らの貢進

物の付札・ 返抄や、SD 3193か らの「天平十二年」年紀の木簡がある。

ま と め

今回の調査の結果、各時期によって東院の西限に移動があるということには、

ほぼまちがいないであろう。また、平城宮造営当初か らこの地区は排水路等で整

備がなされていたということ (A期 )、 荒廃期が存在するということ(C期 )、 最末

期は築地で区画され、東院地区が一段 と整備されて くるということ (F・ G期 )

等 も明 らかとなった。 しかも、出土遺物、『続 日本紀』の記事等か ら、 これ らの

主要時期の年代比定が比較的可能だということも興味深い。 とりわけ、SD 3109

か ら出上 した多量の上器に食器類が多いことや、「大膳」「盛所」等の墨書土器が

あること、大形の井戸を伴 っているということなどか ら、F・ G期 の遺構は、東

院に付属する台所的な役 目を荷 う官衛であった可能性がある。 (4月 13日 記 )
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Ⅳ 平 城 宮北方 の調査

① 北面中門の調査 (第 123-1次 )

調査地は通称「門外」にあり、平城宮北面大垣の北側に接 し、宮南北中軸線の

東約 Hmで ある。発掘区は宅地の西辺北寄 りに南北 トレンチを設けた。遺構面は

床上下の地山面で検出 した。地山はバ ラス混 りの黄褐色上である。

検出した遺構は トレンチ中央西端に直径 1.5m、 深さ25cmの 円形土壊 と、 トレン

チ南端の素掘 り東西溝である。 この東西溝は奈良時代の遺構で、幅90 cm以 上、深

さ約 25cmで ある。溝の埋土は黄褐色砂質上で、軒先瓦三点以外の遺物はまった く

含まない。軒先瓦は軒丸瓦 6284-C型式、軒平瓦 6641・ 6643型式の 3点で、軒丸

瓦は平城宮 瓦編年 I期 、軒平瓦は 2点 とも藤原宮式である。

当調査地は平城宮北面中央門北方の嬬地にかか り、奈良時代の遺構の存在は予

想 されなかったところである。 しか も、 トレンチ南端で検出 した東西溝は、第 23

次発掘調査で検出 した北面大垣の中心か ら約 9m北方にあり、北面大垣の雨落溝

でないことは明 らかである。仮 りに、北面中央門が朱雀門と同規模 とすれば、基

壇東西約30m、 南北約 16mで あるか ら、 この清は門基壇の北側東寄 りの位置にあ

り、門基壇周辺を巡 るものと推定される。また、溝内出土瓦を門の屋根瓦 とすれ

ば、その瓦形式より門の創建は平城宮当初にまで遡 り、さらに藤原宮式瓦の出土

か らみると平城宮北門は藤原宮か らの移築の可能性を含む ものとして、今回の調

査結果は注 目すべきものである。

② 推定松林苑南辺の調査 (第 123-19次 )

この発掘調査は奈良市佐紀町 3089番地における佐紀公民館分館の建設にともな

う事前調査 として行われた。発掘調査地点は松林苑南辺築地及び堀に近接 し、ま

た猫塚古墳にも近いため、それ らの関連遺構の存在が予想されたが、発掘の結果、

直接関連のある遺構は検出できなかった。出土遺物は トレンチ西辺に多 く、藤原

宮式の軒丸瓦 2点6275-A・ 同一B型式が出上 したことが 注 目される。また、円

筒埴輪片が若千出土 したが、これは猫塚古墳に関連するものかも知れな
い。
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① 北方築地の調査 (第 123-12次 )

調査地は通称一条通 りの北約 400m、 歌姫街道のす ぐ西側にあたる。敷地の一

部は畑地であるが、北辺には東西方向の上塁状の高まり (幅約 10m、 高さ約20

があり、北側隣接地にも空堀状の窪み (幅約 5m)を へだてて東西方向の土塁状

の高まり (幅約17m、 高 さ約 1.5m)が認め られた。

遺構 検出 した主な遺構は、奈良時代の築地 1条 (SA 03)、 大溝 1条 (SD 01)、 塀

状施設 2条 (SA 05・ 06)な どである。

SA 03は 基底幅約 2.7m(9尺 )、 残存高約 1.5mの東西築地である。北側の犬走 り

は幅約0.5mで、その北は約 0。 7mさ が り、再び平坦 (幅約0,6め になる。 南側の犬走

りは幅 1.8m前後で、その南はゆるやかに傾斜 し、溝 SD 07付 近でほぼ平坦になる。

SS 02・ 04は 築地築成に用いる堰板の添柱穴である。柱間は,SS 02が 1.6～ 2.Om、

SS 04が 約 2.lmと 一定でない。SS02と SS 04の 心々距離は約 3.Om(10尺 )で ある。

SA 05006は 築地崩壊後に設けた塀 (柱間はともに 8尺 )と 考え られる。 ともに

掘形の両脇 に重複する隋円形の穴 1対を検出したが性格が明 らかでない。

SD 01は 幅約 5.3m、 深さ2.8～ 3.4mの素掘 りの東西大溝で、両壁 とも底か ら約 1.5

m上った位置に段をつけている。埋上には滞水 した形跡がな く、空堀であった可

能性がある。なお、北肩には層の荒い積土 (厚 さ約 0.6m)が認め られた。北側に

ある土塁状の高まりの基底部になるものであろう。

調査区南半部では、整地上上にまだ らではあるが礫を敷いた形跡が認められた。

SD 07・ 08は 素掘 りの溝である。 SD 07は 礫敷きを覆う暗黄褐粘質土面から掘 り込

んでおり、時期が降る。SD 08は礫敷きか ら掘 り込んでお

'り
、奈良時代に遡 る可能性がある。

なお、築地 SA 03は 掘込み地業をおこなってお らず、

旧表土上に礫混 り黄褐粘質上を 2層 (厚 さ約 10 cm)積

んで犬走 りを形成 し、次いで堰板の添住穴を掘 って築

地本体を版築 (厚 さ5～ 10 clll)していることが判明した。

遺物 主なものは瓦で、築地 SA 03の 北側犬走り上面
第 9図 車輪石 (1:1)
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と大溝SD 01の 埋土か ら出土 した。軒瓦は計30点 、 うち平城宮 出土軒平瓦編年 Ⅱ

期 (721～ 745年 )の 6225-6663型 式が26点を占める。他に、藤原宮式 軒平瓦 6643

型式、 Ⅱ期の軒平瓦 6685型 式がある。土器は礫敷きの凹みか ら奈良時代 中頃の上

師器・ 須恵器小片が出土。また、築地 SA 03の 積土中か ら古墳時代の碧玉製 と思わ

れる車輪石の破片 1個 と円筒埴輪片が出土 した。

まとめ 今回検出 した築地 SA03の 築造時期は、築

地崩壊土 か ら出上 した軒瓦が6225-6663型 式の 1組

で占め られることか ら721～ 745年 の間に置きうる。

また、北 側の上塁状の高まりは、基底部に積土を施

したもの で、SD 01の 堆積状況か らみて SA 03と 少な

くとも一 時期併存 したものであることが判明 した。

これ らの築地 と土塁状の高まりについては、昭和

54年 奈良県教育委員会によって、『続 日本紀』に散見

する「松林苑」の外郭南面築地であろうことが指摘

されている。また、昭和55年 には推定松林苑の南西

隅と、さらに西に延びる築地が発掘され、平城宮と

推定松林苑の間が区画されており、 この一画は平安

宮の例か ら大蔵省にあたるのではないかと推定され

ている。

SA 03と 推定松林苑南西隅の東西築地は、中軸線が

平城方位に近 く、点々と残る築地痕跡からみても一連

のものであった可能性が強い。ちなみにSA 03と 平城

宮北面大垣との心々距離は約 240m(800尺 )、 推定松

林苑南西隅の東西築地の位置を平城宮中軸線で折返

すと東西の長さは480m以 上になる。この築地 および

SD 01の 性格究明は、「松林苑」「大蔵省」の比定を含
|

Y-18503.OO

123-12次発掘遺構図めて今後の重要な検討課題 といえよう。
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V平 城 京 の 調 査

① 西市の調査 (第123-23次 )

この発掘調査は、大和郡山市九条町にある平城京西市跡に、マ ンション建設の

計画がおこったため、奈良県教育委員会の依頼を受けて行なったものである。

西市は、平城京右京八条二坊にあったと推定され、かっては五・ 六・ 七・ 十・

十一・ 十二坪の計六坪を占めていたとされていたが、今 日では、五・ 六・十一・
註

十二坪の計四坪であったと考え られている。今回のマンション計画は十二坪内で

生 じたものであったか ら、発掘調査 も十二坪内の遺跡の状況を知 るための予備的

調査 として行なわれた。発掘調査はA～ Eの 5ケ 所に トレンチを入れて行ない、

検出した遺構・ 遺物は大略次のとおりである。

遺構 検出 した主たる遺構は掘立柱建物 3棟 、塀 5条・ 溝 2条でいずれ も奈良

時代のものである。そのほか、中世の上城および溝が若千検出されている。

SB01 Aト レンチの東南隅で検出され、 3間 × 2間以上の掘立柱建物である。

柱間は lm前 後で短か く、小規模な小屋 と考え られる。

SB02 Aト レンチ西辺で検出された 2間 ×2間以上の1掘立柱建物で、北は中世の

上取 りで破壊 されていた。柱間は約 1.8mで ある。

SB03 Dト レンチ内で検出された 3間以上 X2間 以上の建物で柱間は約 lmで

ある。

SA04 Bト レンチ内で 2間分、 Dト レンチ内でその延長部分 と思われる柱穴 1

個を検出 した。 この SA04の位置はほぼ十二坪の南北を 2分する位置に当 ってお

り、西市内の市弊を区画するものと考え られる。

SA05 Aト レンチ内で検出 したもので、北で西に振れている。

SA06 Dト レンチ内で検出した南北塀で 3間分検出した。

SA07 Dト レンチ内で検出した東西塀で 2間分検出 した。

SD 08八条大路北側溝で幅 4m、 深さ0.5mを測る。東西 5.5m分だけ検出 した。

岸はシガラミで護岸していたらしく、木杭が数本残っていた。
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SD09 SD08に北か ら流れ込む溝で、幅 lm、 深さ0.4mを 測 る。位置としては西

市の東西の中軸線に近いので、あるいは西市内の中央を南北に通 じる市内の道路

の側溝である可能性がある。

遺物 全体 として遺物は土師器・ 須恵器が多量に出上 し、瓦片はごくわずかで

あった。おそらく西市内には瓦ぶきの建物がきわめて少かったことを示すものと

思われる。特に顕者な出土遺物 としては銅製帯金具 1点、和同開弥 1点、神功開

宝 2点、銅製鋲、木簡 5点 などがあり、いずれも SD 08か ら出上 した。

まとめ 以上の発掘調査の結果、注 目すべきことは次の通 りである。

① SD08の検出によって、西市の南限が確認できたこと。

②八条大路北側溝に流れこむ SD 09の 存在か らみて、Eト レンチ付近に門跡の存

Cト レンチ

|

Aト レンチ

第11図 第 123-23次西市跡発掘遺構図

在が予想されること。

③ Bト レンチおよび Dト レン

チで十二坪 を南北 に区画 す

る塀 SA 04が 検出されたこと

によって、西市内の市卑が坪

を 2等分 した地割 りで営まれ

ていたことが推定 されること。

① Aト レンチ・ Dト レンチで

検出した掘立柱建物は、いず

れも柱間が 1～ 2m前後の小

規模のもので、半月毎にひら

かれたという市井に関連する

ものと推定 されること。

註 今泉隆雄「所謂『平城

Y―

ド
μ4乱

,硼

S A 06

~ 
京市指図』について」

史林 59巻 2号 1976。

S A 07

S A 04
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② 左京二条二坊々間大路の調査 (第 123-26次 )

本調査は宅地造成に伴 う事前調査である。当該地は、第44次および第 68次調査

によって確認されている東二坊坊間大路西側溝の南延長部分にあたる。当初 12m

× 3mの 東西に細長い発掘区を設定 し、側溝検出後その部分を南へ 3m拡張した。

検出した遺構は、東二坊々間大路及び同西側溝SD 5870と 、南北溝 1、 柱穴 2、

土嫉 1で ある。 SD 5870は 幅 2.5m、 深さ lm弱 で、肩は一段、段があり、西肩はシ

ガラミを設けて護岸 している。発掘区西端の南北溝および土壊は、SD 5870廃 絶後

に掘削されており、柱穴は南北溝よりさらに新 しい。

出上遺物には、18点 の木簡および多量の瓦尊類、土器、木製品、金属製品等 が

ある。木簡はほとんどが断片であるが、

(表 )伊勢國安濃郡長屋郷甲可石前調銭琶貫

(裏)神亀四年十月

の記載のある 1点 は、奈良時代の早い時期に調を銭納 したことを示す貴重な例 と

して注目される。

瓦簿類 としては、軒丸瓦 6135型式・ 6308型式各 1点、6316型 式 2点、軒平瓦 66

64型式・ 6691型式各 1点のほか、緑釉平瓦 1点、「老」の刻印をもつ文字瓦 1点

|   |   |    |
Y-1,'90

第12図 第 123-26次発掘遺構図
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および蜂 10点 以上が出土 している。

土器は奈良時代中期か ら後期のものが多 く、なかに墨書土器 7点 (「和」「申」

「下」等 )、 墨書人面上器 1点 、線刻土師器 5点、製塩土器 2点、転用硯 3点 、漆

の附着 した土器 3点 が含 まれるいる。このうち S D 5870下 層から出土 した土器 (第

13図 )イこは、土師器杯 A(14)・ 杯 C(17・ 18)・ 皿 A(16)・ 皿 C(13)。 椀 A

(19)・ 鉢 B(15)・ 杯 B蓋 (20)。 高杯 (21)・ 甕 A(22)、 須恵器杯A(3)・

杯 B(4・ 9。 10・ ■・ 23・ 24)・ 皿 B(6)`皿 C(5)・ 杯蓋 (7)・ 皿蓋

(8)・ 壷 E(12)等 があ り、須恵器杯 B・ 杯 B蓋 を利用 した転用硯がめだつ。須

恵器杯 (10)は 内外面 ともにヘラ磨 きが行われている珍 しい例である。上師器杯

C(17)は 螺旋暗文だけで放射暗文を欠 く。須恵器杯 B(23・ 24)は 墨書土器で、

23は 底部外面に「和」、24は 口縁部 外面に「大」を横位にしるす。 これ らは平城

宮土器編年Ⅲ期 (8世紀中葉)の もの が中心である。

木製品には、櫛、人形、曲物、独楽型木製品、加工棒等がある。このほか和同開

弥 2点、帯金具巡方 (鳥油腰帯の鈴)1点 、飾金具、銅鈴 (漆附着)石鏃、おぅいご

の羽口 1点が出上 している。

本調査は小面積の発掘であったために SD 5870の 位置の確認にとどまり、 周囲

の遺構は明 らかにできなかったが、豊富かつ多様な遺物か ら、周辺、特に坊間大

路西側に重要な遺構の存在が予想 される。今後の調査をまちたい。

③ 左京三条一坊々間大路の調査 (第 123-24次 )

本調査は住宅建設に伴 う事前調査である。当該地は北新の集落内で、平城宮壬

生門のほぼ南にあたる。東一坊々間大路東側溝を確認すべ くトレンチを設定 した

が、耕上下面か ら弥生式上器第 I様式の鉢を検出したのみで、大路側溝は検出さ

れなかった。削平 されたのか、あるいは、今回の トレンチよりさらに東に存在す

るのか、 |ヽ づれかと考えられる。
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④ 左京二条四坊八坪の調査 (第 123-3次 )

この調査は奈良市法蓮町金池での分譲マンション建設に伴 うものである。調査

地は一条通 りの関西線踏切の西で、道路南側にあり、一条大路の南側溝 と、左京

二条四坊八坪の宅地遺構が想定された。

遺構は、調査区南半では耕土 (25 clll)・ 床土 (10 cm)下 の茶褐粘質上、北半では

黄褐砂質土面で検出 した。検出遺構は掘立柱建物 3棟・ 溝 2条・ 土装などである。

SB 01は果行 2間 の東西棟建物 と考え られる。柱間寸法は桁行 1.8m(6尺 )、 果

行 2.lm(7尺 )で ある。 SB 02は 北西隅のみの検出である。柱間寸法は 2.4m(8

尺)等 間。 このほか、SB 02に 重なって東西方向

に並ぶ 1間分の柱穴 (柱間 2.4m)が ぁるが、建物

か塀かは不明である (SA 03)。 SD 04は調査区

北端にある素掘 りの東西清である。深さ約 o.6m

で北肩は調査区外になり、溝幅はわか らない。

底面まで奈良時代の瓦・ 土器のほか、瓦器など

中世の遺物を含んでいる。SD 05は SD 04の 南 2

mに ある素掘 りの東西溝で、幅 2m、 深 さ0.5m sK

である。 SK 06～ SK 08はいずれも中世遺物を含

む土壊である。

Y-16,785
I

今回の調査で検出 したSD 04は一条大路南側

溝の位置にあたる。底面まで中世遺物を含んで

いるが、これは一条大路が後世まで存続 したこ

とを物語るものであろう。 SD 05は八坪の北を画

する築地の南側雨落溝の可能性があろう。八坪

の建物は柱掘形が一辺約 0.6mと 小さい。調査区が

狭いため、いずれも建物規模を明 らかにできなかっ

たが、少な くとも2時期以上の変遷が考え られ

る。

9        10m

第14図 第 123-3次発掘遺構図

SK

SA 03
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⑤ 右京一条二坊四坪の調査 (第 123-8次 )

奈良国立文化財研究所新庁舎付属建物 (厚生棟)新営に伴 う事前調査である。

調査地は庁舎西側の空地であり、右京一条二坊四坪の東南隅にあたり、一条大路

北側溝の存在が予想された。調査は、建設予定地に東西14m、 南北 10mの トレン

チを設定 して行なった。 ここには、県立病院当時のコンクリー ト基礎が随所にあ

るため、削岩機で破壊 した後、バ ックフォーで表上の排土を行なった。病院建設

時の整地上は約 1.6mの厚さである。旧水田の下層は粘質土 と砂質上が互層に約0.5

m堆積 し、中世以降のある時期に旧秋篠川の氾濫があった状況を示 していた。 こ

れ ら堆積上の下層には、奈良時代の遺物を含む砂質上がみ られたが、奈良時代の

整地ではな く、 これ も水流による堆積上である。 この堆積土面で幅約 3m、 深さ

約 0.5mの 南北溝を検出 した。埋上には中世の羽釜片を含んでいる。遺物包含層の

下層は粒子の細かい灰白色の砂が堆積 している。

以上のように、調査地は旧秋篠川の流路、あるいは氾濫原にあたっており、奈

良時代の遺構は検出できなかった。最下層の灰白色砂層か らの出土遺物がみ られ

なかったため、その最初の氾濫の時期を限定することはできなかった。

① 右京二条二坊三坪の調査 (第 123-15次 )

本調査は奈良簡易保険保養セ ンター増築工事に伴なう事前調査である。当該地

は平城京右京二条二坊三坪な らびに西一坊大路・ 二条々間路にあたる。西一坊大

路 と二条々間路が丁字路に交わる平城宮玉手門前に、条坊遺構の確認を目的とし

て幅 7m。 長さ32mの 東西 トレンチ Aを 設定 し、三坪内には小 トレンチ BoCを

設けた。

敷地は、保養セ ンター建設当時に耕土上面に約 1.2mの 盛上を行なっている。旧

耕土および床土を排除すると地山となり、現地表下約 1.6mの 深さである。 Aト レ

ンチでは地山上に部分的に薄い整地層が残っていた。

Aト レンチでは床上下部か ら奈良時代の瓦片・ 土器片が出上 したが、整地層・

地山面か らは中世以降の耕作溝多数 と土墳を検出したのみである。 B・ Cト レン

―-34 -



チで は 1辺 0.8～ 起 mほ どの掘立  X-145,800-
It仏

柱掘形を確認 した。 Bト レンチで

は柱掘形 4ケ 所を確認 した。梁行

3間 (7尺等間)で桁行柱間が 8

尺の南北棟建物 と推定される。 C

トレンチでは南北に約 8尺隔たっ

た一対の柱掘形を確認 した。 B・

Cト レンチともに掘形は深さ 10 clll

程 と浅 く、当地域が大規模な削平

を受けていることが判明 した。 A

トレンチにおいて当初予想 された

西一坊大路西側溝など条坊遺構が

確認できなかつたのもこのためと

考え られる。
第15図 第 123-15次発掘遺構図

⑦ 右京二条三坊十一・ 十五坪の調査 (第 123-17次 )

本調査は、住宅等建設に伴 う事前調査 として実施 したものである。当該地は、

奈良市青野町 105、 56-1番地で、平城京の右京二条三坊十一 。十五坪にあたり、二

条々間路 と坊間小路の側溝の存在が予想 された。そこで、条間大路北側溝位置に

西発掘区を、同北側溝 と坊間小路東側溝位置に L字形に東発掘区を設定 した。

西発掘区では、二条々間大路北側溝 SD 01と、これに平行する 2条 の東西塀 SA

06・ SA 07を 検出 した。 SD 01は 、幅 4.4m、 深 さ 0.5mの 素掘 り溝で、南側には幅

lmほ どのテラス状平坦部を設けている。溝内には黒灰色の砂や黒色粘上が交互

に堆積 し、多数の上器・ 瓦等が含まれていた。SD 01出 土土器は平城宮土器編年Ⅱ

～Ⅲ期のものである。SA 06は SD 01北岸か ら北約 3.5mの 位置にあり、1間分検出

した。柱間は約 2.7mで 柱抜取 り穴がある。 この抜取 り穴か ら6284-C型式の軒丸

瓦が出土 した。SA 07は、SA 06と SD 01と の中間にあり、1間分検出した。柱間は

Y-19,170

Bト レンチ
Cト レンチ

I

一 x-145,850

9          19m
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約 2.lmで 住掘形 も小さい。SD 01の南は黄褐色・ 赤褐色粘質上の地山で、この部

分が二条々間大路の路面である。

東発掘区では東西溝 SD 02・ SD 03と 南北溝 SD 04・ SD 05を 検出 した。東西溝SD

02は幅 1.3m、 深さ 0.2mの素掘 りの溝である。埋土か ら少量の上器が出上 した。

SD 03は SD 02の 南約 3mの位置にあり、規模は SD 02よ り小さい。南北溝 SD 05

は素掘 りで幅 3.5m、 深 さ0.7m(坊間小路東側溝である。溝内には灰色砂礫層が

堆積 し、同層中か ら平城宮土器編年Ⅲ～Ⅳ期の上器が出土 した。sD 05の す ぐ東

に位置する素掘 りの南北溝 SD 04は 幅 1.lm、 深 さ0.3mの 規模をもつが、時期等は

不詳である。 このほか、数個所で柱穴を検出したが、性格等は明 らかでない。

さて、上記のことか ら平城京の条坊計画についてみてみると次のような結果が

で、 S D03は 小規模 であるが、条間大路南側溝 と考えられる。玉手門心とこの条

Y-20,o82

|

0               1om

|

|

V-20040

間大路心 との方位は西で南へ

0° 18'36'振 れている。また、

西一坊大路心を玉手門心よ り

西 9丈、坊間小路幅を 2丈 と

すると、坊間小路東側溝 と玉

手門の心々間の計画長は3230

尺 となる。 S D05の 溝心 と玉

手門間の振れを考慮 した距離

は 9587mで あ り、計画長 でこ

の距離を除すると造営尺 0.29

68mが得 られる。ちなみに、

この数値は『平城京発掘調査

報告Ⅸ』 (1978年 )で報告 さ

れている値 と一致 している。

SD 05   SD 04

|

Y-20050

第16図 第 123-17次発掘遺構図
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① 右京二条四坊十五坪の調査 (第 123-28次 )

調査地は、奈良市疋田町 1丁 目 9番地にあり、平城京右京二条四坊十五坪の南

辺にあたる。西京極か ら東へ約70m離 れたところで、標高約90mの 丘陵上にあっ

て、これまで畑地であった。今回、ナニワミサワホーム KoK.か ら住宅建設の申請

が出されたのにともなって、事前に発掘調査をおこなった。建設予定地の敷地に

は二条々間路の北側溝の存在が予想 されたため、敷地東寄 りに東西 3m、 南北 14

mの 試掘溝を設けて調査 した。

調査の結果、試掘溝の南 2/3強 は、畑地の地表面下約 30 cIIlで 黄白色の粘土層が平

坦にあって、これが地山面 となる。試掘溝の北端より約 1.5m南では、東西方向に、

緩い斜面をな して約 20 cmの 深さで地山面が北へ下が り、その凹みに砂が堆積 して

おり、砂層中には奈良時代の上器・ 瓦片若千を含んでいた。 この東西の凹みの連

続を確めるため、西約 6m離れた位置に lm× 2mの南北試掘溝を設けたところ、

ここで も同様に深さ約 10 cm余 の凹みが東西に存在することがわかった。 しか し敷

地の制約があったため、この東西凹みの北岸は検出できていない。凹みの砂層か

らみて、東西方向の流水のあった溝跡 (幅 1.8m以 上)と 考え られるものであるが、

条間路北側溝 とするには検出延長が短いため断定はできない。また、路面敷につ

いても後世の掘削により、旧路面 と断定する遺構は何 もなかった。

③ 右京三条一坊三条大路の調査 (第 123-2次 )

本調査は奈良市横領町 167-1で 、住宅新築に先立つ事前調査 として実施 した。

調査地は平城京右京三条一坊十二・ 十三坪にあたり、遺存地割か ら三条大路北側

溝の存在が予測された。

本調査で検出 した遺溝は三条大路北側溝 SD 01と 三条大路 SF 02で ある。三条大

路 SF 02は 後世の削平のためか、舗装等は認められない。三条大路北側溝 SD 01は

清の作 り替えか ら、 4度 にわたる改修が考え られる。 A)、 当初の時期は検出面で

の溝南肩 と一致する位置で掘 り込まれるが北肩は不詳で幅は不明であるが、深さ

約 lmを はかる。 B)。 C)、 南肩が約 2m北 に移 り幅は縮少され、2.4mと なる。南
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肩は堰板で護岸される。南側の堰板が古 く (B)、 北側の堰板 (C)に 改修される。

Bで は深さ約 80 cm、 Cで は深さ約 70 cmを はかる。 D)、 溝 SD 01の最終段階で、南

南肩はAと 一致 し、幅約 3.9m、 深さ約 30 cmで ある。Dは築地崩壊土 と考え られる

粘質上で埋め られる。

出土遺物は三条大路北側溝 SD 01か らのものが多数を占め、瓦 (軒平瓦 2点 )・
Y-18990

|

0               5m

第 17図 第 123-2次発掘遺構図

土師器・ 須恵器・ 木器および

木簡 1点がある。溝 SD 01Cか

らは平城宮Ⅶ期の上師器 (平

安時代初頭)が 出上 しており、

三条大路北側溝の廃絶時期の

上限を知 りうる。

なお、三条大路北側溝は本

調査以外にも、1975年 の橿原

考古学研究所による左京三条
註

二坊十三坪の調査(1)、 平城宮

跡第 123-5次調査 (工 )で も検出

されており、相互の溝心座標

の比較で溝の国土座標に対す

る振れが確認できる。本調査

区では最大幅心Ⅲと BoCの

心Ⅳで比較する。 Iと Ⅲでは

0° 19r50″ 、Iと Ⅳでは o° 17′

16″、1と Ⅱでは ば19′ 44″、Ⅲ

とⅡではば19′ ol負 ⅣとⅡでは

0° 25′ 05″ 振れることとなる。

このうち、Ⅳの数値は改修後

のものであり、Ⅳが関連した

S001

―
 X -146
540

―

 X ‐４６

５５０
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ものを省 くと、ば19′ol生 ば19′ 50笏 振れとなり、三条大路北側溝の国土座標に対する

振れは 19′台のものと考え られる。従来、京の東西方向の振れは、左京においては

4′～11密 ぁることが知 られてお り、今回の結果はそれ らより大きい値が得 られた

ことになる。また、南北方向では、朱雀大路が 0° 15毯 1笏振れをもっているが、三

条大路北側溝の振れはそれよりも大きいものである。今後の条坊の東西方向、南

北方向の調査結果がまたれる。

註 奈良県立橿原考古学研究所『平城京左京三条二坊十三坪』 1975。

I 左京三条二坊十三坪
Ⅱ 第 123-5次
Ⅲ 第 123-2次
Ⅳ 第 123-2次

146,537.165

146,549.012

146,545,30

146,544,25

17,576.850

19,640,000

18,987.344

18,987,344

第 2表  方位計測座標表

⑩ 右京三条二坊十二坪の調査 (第 123-5次 )

本調査は、三和銀行建設に伴 う事前調査である。調査地は奈良市尼ケ辻町 2241

にあり、右京三条二坊十三坪西南角にあたり、三条大路北側溝 と西二坊大路東側

溝の存在が予想 された。調査は 14.8× 7.8mの L字形 トレンチを設けて実施 した。

調査の結果、東西溝二条を検出 した。 トレンチの南端で検出 した溝は、弓形に

カーブしており幅約 0.3mで 浅 く後世のものと考え られる。トレンチ中央で検出 し

た溝は、深さ約 0.4m、 幅は 1～ 2mで一定 しない。 この溝は、後世の削平を受け

てはいるものの、ごく少数ではあるが奈良時代の上器片が出上 してお り、また第

123-2次調査 (右京三条一坊十二・ 十二坪)及 び 1975年 橿原考古学研究所によ

る左京三条二坊十三坪の調査等によって得 られた成果をもとにした三条大路北側

溝の推定位置ともおおむね一致 していることにより、平城京の三条大路北側溝 と

考えてよいと思われる。 これは遺存地割による条坊復原の結果 とも矛盾 しない。

なお、西二坊大路東側溝については全 く検出できなかった。今後の京内調査の成

果の蓄積がまたれる。

遺物はわずかに瓦器を含む土器片 と瓦片がそれぞれ若千出土 したのである。
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① 右京七条二坊の調査 (第 124次 )

本調査は薬師寺の駐車場建設および、その進入路工事に先立つ事前調査 として

行なった。調査地は薬師寺の位置する台地 とは段差のある南側の沖積地で、西か

ら東へ とゆるやかに傾斜 しており、調査地の東側には秋篠川が南流 している。平

城京条坊の右京七条二坊にあたり、進入路が七条々間路にあたるため、西か ら坊

間小路 との交差点位置にAト レンチ (十 。十五坪 )、 坊間路 との交差点位置に Bト

レンチ(七・十坪 )、 西一坊大路との交差点位置にCト レンチ (二坪 )、 十五坪 内の建

第 18図  第 124次発掘調査位置図
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SD 01は東西溝で幅2m以上である。土壊 SK 02か らは多量の土器、瓦が出上 した。

今回の調査で検出した唯―の条坊痕跡であるSF 04は 幅 2丈 と狭いが、本調査地

西方の第 100次調査 (右京五条四坊三坪)お よび、東方 (六条位置)で の 朱 雀大路

の調査成果か ら、西二坊々間路に比定できる。また、SD 01も 同様に七条々間路北

側溝 と想定できる。朱雀大路が国土方眼に対 して北で 15′ 41〃西偏することを考慮

して計算 した基準尺は0.296m強 である。これまでに坊間路・条間路の両側溝を発

掘調査 した例は極めて少な く、第 100次調査の五条々間路で幅 2丈、1980年度奈良

市調査の外京五坊々間路で幅 3丈を検出 しているだけである。宮城門に通じる条間

。坊間路以外での幅員はその場所々々によって異なっていたものと考えられよう。

今後の条間・ 坊間路の調査がまたれる。

なお、中世の上取 り土嫉か らは瓦器椀が出土 しており、それ も白石編年のⅡ期

におさまるもので、土取 りが12世紀代におこなわれたものと考え られる。

第 3表

-147,353.135

-147,424.000

--147,833,000

--148,412,000

-148,414.000

方位計測 座標 表

⑫ 右京九条二坊十二坪の調査 (第 123-19次 )

本調査は、大和郡山市新紺屋町 1-1での郡山農協 事務所等建設に伴なう事前調査

で、右京九条二坊十二坪の南辺にあた り、九条大路北側溝の存在が予想 された。

検出 した主な遺構は近世の掘立柱穴・ 土壊等で、柱穴のうち 2ケ 所では柱根が

残 っていた。出上 した遺物は近世の陶磁器片・ 瓦器等である。九条大路北側溝を

始めとする平城京関係の遺構の検出を目的として、 トレンチ東半分を掘 り下げた

が、下層は灰色粘上の地山で側溝等の遺構は検出できなかった。

第 100次調査五条々間路心

〃  西三坊大路心

朱雀大路心

第 124次調査西二坊々間路心

七条々間路北狽1〃
  溝北肩

-20,208.000

--20,179,785

--18,577,850

-19,375.500

--19,370.400
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Ⅵ 寺 院 等 の 調 査

① 超昇寺城の実測調査

超昇寺城は、平城宮跡 の北西部に築城された近世の平城である。古 く15世紀

には当城のす ぐ東に存在 したとされている超昇寺に関連のあった超昇寺氏の築城

が知 られる。 しか し、現在遺存する遺構の形態に整備 されたのは、おそ らく16世

紀に入って松永、筒井両氏の抗争が激化 してか らのことと考え られる。

超昇寺城の範囲がどこまで及んでいたかは諸説のわかれるところで明確にな し

得ないが、現在、御前池の北西約100mの地点に四周を空濠で囲む方形の合地があ

り、 この部分が当城の主郭部 と考え られている。現地形から明確に判断 し得 る超

昇寺城の遺構は、 この方形郭の周囲50～ 100mの範囲に限 られてお り、従 って今回

実施 した実測調査 もこの部分を中心に行 った。

実測調査は、 トラバース測量によって、予め調査区一帯に基準点を設定 し、 こ

れをもとに各点間の方向線に従 って平板測量を行 った。平板測量には測距ア リダ

ー ド (WILD RKl)を 用いた。当器種は、内部に自動補正装置を備えており、高

低差の激 しい地形や、遠距離に際 して も、浪1距が簡単で高精度の成果を期待でき

る。平板測量には、直接平板上の図に地形や等高線を書きこんでい く直接法 と、

平板上の図 とは別にスケッチブックを併用 して地物等の位置を把握 し、内業にお

いて両者を合成する間接法があるが、今回のよ

うに広範囲で高低差の激 しい地形には多 くの測

点を要するため、後者が好適で ぁるのでこれに

よった。成果品は第21図 の とおりである。

なお、周辺には他にも当城の痕跡の一部 と思

われる地形の落差が随所に認め られ、今後こう

した実測調査が進めば中近世の平城 宮跡周辺の

概要を知 るうえで貴重な資料 となるであろう。

匙
ヽ＼‐

北面大垣

御 前 池

第 20図  超昇寺城実測調査位置図
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② 法華寺西南隅の調査 (第 123-4次 )

調査地は、第80次調査 としておこなった阿弥陀浄土院の北西区域 (現、公立学

校共済組合職員宿舎)の 北側で、法華寺と阿弥陀浄土院との境界位置にあたる。

遺構 遺構は耕土・ 床土・ 灰褐粘質土下の黒色粘土面 (自 然堆積土)で検出し

た。耕土上面下約 40cmで ある。検出遺構は塀・ 溝・ 園池などである。

SA01は 東西塀で、柱間寸法は10尺 である。柱掘形は一辺1.2mと 大きく、東側柱

穴には長さ20～ 50 cm、 幅約 15 cm、 厚 さ約 5 cmの 板材が多 く入っていた。 西側柱穴

には南北両方向か らの柱抜取痕跡がある。SA 02は SA 01の 北にある東西塀で、柱

間寸法は10尺 である。西側柱穴には、30 cm大 の扁平な石の上に立つ柱根が残 る。

東側柱穴にも上部扁平な石がある。 SA 01の す ぐ南側には幅 2,7m・ 深さ0.5mの 素
E315

1

―N 180

―N 170

第22図 第 123-4次発掘遺構図
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掘りの東西溝があり、木簡 43点、

軒瓦 5点 のほか、土器 。木製品

が多量に出上 した。

SG 04は SA 01の 北 5mで南岸

となる園池である。調査区が狭

いため、池岸は東西方向の約 3

mの みを検出 し、池の規模・ 形

状は明確ではない。黒色粘土を

約 40 cm掘 り下げて池 とする。斜

面の上端に約 30 cm大 の石を一列

に並べ、その周囲は小さい河原

石を黒色粘土にはりつけるよう

において岸をつ くる。埋土か ら

木簡 1点、軒瓦 2点・ 土器類が

出土 した。

遺物 S D03出上の木簡の主要

なものには、「石首 乙山謹解申」
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「□□十二箇月利本□弐拾□□□ J「兵

衛石弟山乙乙乙乙」や「二房・ 三房」な

ど僧房関係のものなどがある。

土器類はSD 03・ SG 04と も奈良時代後

半のもので占められる。SG 04か らは墨!書

土器 (須恵器鉢 A、 外面に「壇」、円面硯が

ある。SD 03出上の木製品には墨書「廣石」

:のある曲物、しゃもじのほか、棒 1状製品、

くさび形製品、建築部材などがある。 第23図  SG 04護岸石組

まとめ 今回検出 した SD 03及 び SA 01・ SA 02は 法華寺 と阿弥陀浄土院とを画

する施設 と思われる。 SD 03と 第80次調査区の北端で検出 した東西溝 SD 845と の

間は坪境小路の位置にあたる。 SA 01は柱掘形が大きく、法華寺の南を画する塀で

ある。後に SA 02に つ くりかえ られる。 SG 04は 規模・形状は不明であるが、法華

寺の南西隅にある小 さい池である。今回の調査区の北側でおこなった第95-1次

調査では池岸は検出していないことか ら、南北幅は約 10mと なろう。

① 薬師寺西面大垣の調査 (第 123-18次 )

本調査は(株 )墨運堂による通路新設に伴 う事前調査で、当該地は土壇状高まり

Iの ある竹藪があり、す ぐ南での発掘調査 (第 118-27次 )に よって、薬師寺の西面

大垣が確認されていることか ら、この北延長部の検出が予測された。高まりは当

該地の南端で南北約 15mに わたって存在するが、それより北は約 3mの落差をも

って低い平坦地 となってお り、この位置には『醍醐本諸寺縁起集』所収「薬師寺

縁起」等にみえる西北門を想定することができる。

発掘調査に先立ち、周辺を含めた24m× 30mの 範囲の地形測量を行い、縮尺百

分の一の地形図を作成 した。

高まり部分で 14m× 5mの 東西に細長い発掘区 (Aト レ ンチ)、 平端部で条間

小路 との交点附近に 2m× 12mの南北に細長い発掘区 (Bト レンチ)を 設定 した。
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遺構  Aト レンチで検出 した遺構は、南北大垣 SA 01と その東側にとりつ く東

西垣 SA 02及 び柱穴等である。SA 01は 、地山を削出して犬行・ 築地本体・側溝 SD

03を 造成 している。 これが奈良時代の薬師寺西面大垣、即ち「薬師寺縁起」 にみ

える築垣にあたるものと考え られる。築地本体基底部幅は約 2.4m(8尺 )で、 こ

れも上記記録 と一致する。犬行は築地本体の東側で約 15m、 西側で約 lmの 幅を

もつ。側溝は SA 01の 東側即ち寺地内にはな く、西側にのみ存在する。SD 03は 西

二坊大路東側溝であって、深さ約 lm、 幅は西肩を検出できなかったが 2m以上であ

る。東側犬行の東に中世の上器を含む焼上の堆積があり、おそらく13～ 14世紀頃

SA 01が 焼失崩壊 したものと思われるが、その直後に修築されている。 修築され

た SA 01は基底部幅約 4mの 上塁状のものであり、同時にSA 02が造 られている。

SA 02も 基底部幅約 4mの 土塁状のものである。柱穴はSA 01心から約 4.8m東の SA

02下 にあり、奈良時代のものと考え られるが性格は不明である。 このほか、柱穴

逗憩津上 凛廠繭
|   |   |   |

|   |   |   |   |   |

第24図 第 123-18次 Aト
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より時代のやや下 る溝状遺構 2条があるがこれ も性格は不明である。

Bト レンチで検出 した遺構は、東西溝 SD 04、 8D06、 南北溝 SD 05、 SD 07、 土族

SK 08、 SK 09な どである。 SD 04と SD 05は トレンチ中央で交差 しており、出土遺

物か ら奈良時代末期頃のものと考え られる。 SD 06及 び一部石の護岸をもつSD 07

は、SD 04・ 05廃絶後に掘削 されたものである。SK 09は 中世、SK 08は近世に掘 ら

れたものである。小穴 3は いずれも中世以前のものと思われるが性格は明 らかで

はない。

遺物 瓦・ 土器 ともに多数出上 した。瓦では、

E型式 1点 (以上本薬師寺創建瓦 )、 6304-E

型式 4点、軒平瓦 6641-G型式 7点、6641-H

型式 4点、6641-1型 式 1点 (以上本薬師寺創建

瓦 )、 6664-O型式 1点がある。土器には、13世

紀末か ら14世紀にかけての瓦器が多 く、梵字を

記 した墨書土器 1点が含まれている。

まとめ 以上の発掘結果か ら次の四点を指適

することができる。

①南北大垣は構築方法及び出土瓦から薬師寺創

建時の築垣と考えられる。

②出土瓦器から13～ 14世紀に南北大垣が修築さ

れ、同時に東側に東西垣が附加された。これら

の垣は、延賓頃作成の『伽藍寺中井阿弥陀山之

図』等にみえる「角院」等の子院に伴うもので

あろう。

①当該発掘地域は通称「カンノキヤマ」と呼ば

れている。延賓 2年 に編纂された『薬師寺濫傷

私考』には、寺地内に「金置山」と称する小山

があって養老 2年 に伽藍を当地に移した時、薬

軒丸瓦 6726-B型 式 2点、6726-

|   |   |   |   |

|   |   |
Y-19620

第25図 第 123-18次 Bト レンチ発掘遺構図
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師佛像を鋳造 したとの伝承を記す。 この金置山が当該地区にあたると考え られる

が、上記の伝承を裏付ける遺構は検出されなかった。

①薬師寺西北門を確認することはできなかったが、その推定地附近の地形・ 遺構

等か らなお存在の可能性を残 している。その位置および規模については今後の課

題 となろう。

① 薬師寄栖 院跡の調査 (第 123-10次 )

本調査は、駐車場建設予定地の事前調査である。調査地は、現在の薬師寺伽藍

の西側で、西院推定地であり、西面大垣推定地に接 している。現状は水田である。

調査は東西 14m、 南北 6mの トレンチを設定 して進めた。

検出 した遺構は、建物基壇・ 溝・ 井戸・ 土墳などであり、いずれも中世以降の

もので、奈良時代の遺構は検出されなかった。床土直下には、ほぼ全面に焼上が

認められ、 この地域がかつて火災に罹 ったことを示 している。焼土はとくに南半

部にいち じるしく、土壊 SK 08・ 09に は大量の焼上が投棄されていた。遺構のほと

んどが焼土堆積上面で検出 したものであり、焼土堆積下で検出 した遺構は SB 01、

SD 02・ 10で ある。SX 05は 直径約 lmの 穴を掘 り、瓦質土器を枠板 として径約 60

cmに め ぐらしている。 ここか ら三方に満が延びており、北に延びる SD 06に は竹

IY-19,6望

|      |
第26図 第 123-10次発掘遺構図
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筒が遺存 してお り、上水を導いたものと考え られる。SX 05は きわめて浅いので

井戸ではな く、水溜めの施設 と思われる。SX 12も 同様の施設であるが、枠は縦 板

組みである。 これに伴な う SD 13に も竹筒が遺存 している。SB 01は川原石を縁に

組んだ建物基壇である。検出の状況は、基壇外装 というほど石組が整 ってはいな

くて、基壇土はさほど固 くなく、また瓦片 も含まれており、軟弱な基壇のために乱

れたものとも考え られる。SD 10は 、内法幅約 30 cmの 川原石組の溝である。部分的で

はあるが、石組がよく残っている。埋土か ら鎌倉時代の上器片が 多く出上している。

さて、本調査地は薬師寺西院にあたる。伽藍の状況を描いた「薬師寺絵図」「伽

藍寺中斉阿弥陀山之図」「伽藍寺中之図」などは、いずれ も江戸時代の絵図である

が、 これによって西院の仏堂の位置がある程度わかる。今回の調査地は、寿明院

か ら弥勒堂にかけての位置に相当するが、建物遺構は基壇のごく一部を検出 した

にすぎなかったので、具体的な状況を把握するには至 らなかった。焼土に含まれ

ている瓦類、土器類は室町時代末のものであり、 SD 10埋土に含まれている土器

の年代 とを合わせて考えると、火災は放火によって西室、養天満拝殿 とともに西

院も焼亡 したと『薬師寺年記』に記 される永正 13(1516)年 の火災か、西院の名

はあげられていないが、五条か ら九条まで悉 く放火されたと『薬師寺志』に記す

亨禄元年 (1529年 )の兵火のいずれかであろう。

③ 西大寺の調査

本調査は史跡西大寺境内での護摩堂移転地の事前調査である。当該地は本堂の

東方約 10mに位置 し、西大寺倉1建以前の平城京右京三坊々間路にあたり、また、

寺蔵の「西大寺々中曼泰羅図」か らは鎌倉時代叡尊再興伽藍における東室の遺構

が予想された。調査は南北 7m。 東西 6.5mの トレンチを設定 した。

発掘の結果、中世以降の三層の遺構面を確認 した。最下層では素掘 りの南北大

溝 1条を検出し、地表下約 60 cmの 地山面か ら掘 り込まれていた。この溝は上幅 3.5

m・ 底幅 2.2m・ 深さ1.Omの 逆台形断面をな し、溝底か らは中世の磁器片 1点が

出上 した。
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南北溝を埋めたてた後に、全面的に黄褐色の山砂で厚さ約 20 cmの 整地を行なっ

ている。 この上面では南北 2間分 (3.6m)の 柱穴 と根石を検出 した。柱間は 6尺

等間と狭 く、方位は北で東へ約17度 振れている。中世以降近世にかけての礎石建

ち建物の一部 と考え られる。

発掘区北側ではさらにこの遺構を覆 って灰褐砂質上で整地が行なわれている。

上面では焚火の跡かと思われる焼上の詰まった浅い窪みや、根石 1ケ 所 を検出 し

た。 これ らの遺構は、さらに近・ 現代の瓦片が多数混 った厚さ10calほ どの表上で

覆われている。

以上のように、発掘区が狭いため当初予想された奈良時代の条坊遺構や中世の

Y-19,920

|

Y… 19,914

|

東室遺構を確認することは

できなかった。今回検出 し

た南北大溝は古図等によっ

て も知 られていない遺構で

あり、時期的には寺の平安

衰退か ら鎌倉復興の間に位

置付けられる可能性が考え

られ、西大寺伽藍の変遷を

解明する上で重要な手がか

りとなる。

また、現西大寺南門の西

方約30mの 所で も発掘調査

(第 123-13次 )を 行なっ

たが、斜行溝 1条 と円形土

装を検出 したのみで、奈良

時代の顕著な遺構はみ られ

なかった。

― X-145,254

― X-145,260

0              5m

第27図 酉大寺護摩堂移転地発掘遺構。断面図
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① 法起寺の調査

法起寺収蔵庫建設に伴 う事前調査で、奈良県教育委員会 と奈良国立文化財研究

所が合同で実施 した。調査地は、石田博士の復原による講堂の西、北回廊の北接

部に当る。飛鳥～奈良時代の遺構には、S X 01、 S D 04・ 12・ 13、 S B 06・ 15が ある。

SB 06は掘込み地業を施 した建物基壇で、国土方眼北に対 し北で西に 3度振れ

る。地業はわずか しか残 っていない。SD 04は 、北で西に28度振れる石敷南北溝で、

SB 06の 掘込み地業に重なる別の掘込み地業内に、底石のみ残存する状況で検出

した。聖天堂西側で検出 した石組斜行溝、二重塔の南で検出 した石組溝 と方向が

一致する。掘込み地業に伴 うことか ら礎石建物の東側雨落溝 と考え られる。 SX

01は 、SD 04と 関連する版築上下で検出 した。SB 06に 関連する遺構 と思われ る

が、性格不明である。SD 12・ 13は 、既に昭和 36年の石田博士の調査 で検 出され

たもので、西回廊の西側、北回廊の北側の地覆抜取溝に想定されたものである。

SB 15は、掘立柱の建物または塀であろう。本調査で、時代は特定できなかった

が、 2つ の基壇建物の存在はを明 らかにできたことは大きな成果であった。

地業西肩
V~千302700|卜

2印4000

― X453,0670o

推定講堂

推定回廊           |

キ

~~~~~~~~~―
一 ―

― ―
― 一

一 一 ― ― ― 一
一
一 ― ― ― ― ―

一
―

― -1

1        
第 28図 法起寺発掘遺構図       |
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⑦ 法隆寺の調査

法隆寺防災工事に伴 う調査を昨年度に引続き橿原考古学研究所 と共同で行なっ

た。本年度は、西院を中心 とし、昭和55年 6月 か ら昭和56年 3月 まで、合計 60ケ

所 。面積約 1000rを 発掘 した (第 37図 )。 発掘地は旧導水管埋設箇所 。埋設予定

地であるが、重要な遺構を検出 した部分では管を迂回させるために遺構の範囲確

認調査を行なった。 ここでは、顕者な遺構を確認 した西室周辺地区、講堂東地区、

旧回廊地区及び現回廊基壇の断ち割 りの成果について報告する。なお、 8月 に南

面大垣南側の町道舗装工事に先立つ事前調査 も行なった。当該地は若草伽藍の塔

基壇西隅にあたっていたが、後世の削平により、遺構は検出されなかった。

1 西室地区 (第 29図 )

西回廊 と現西室に挟まれた地域には、承暦年間に焼失 した当初の西室が存在 し

たと考え られている。第 3ト レンチでは、東西溝 1条、南北溝 J条、瓦敷および

瓦列、礎石据付け穴と思われる小穴、瓦器・ 瓦を含む大土羨を検出 した。南北溝

SD 01は 、一部 しか残存 していないが、両岸を石で護岸 している。幅約 60 cm、 深

さ約 30 cm。 奈良時代～平安時代の瓦・ 土器および中世の瓦器が少量出上 した。東

西溝 SD 02は東側が新 しい土羨で壊されていたが、SD 01と 接続するものと考えら

れる。瓦列 SX 03は SD 01の 西岸か ら始まり、東西方向に配 している。また SD 01

の西約 3mの 地点には、南北方向の瓦列 SD 04が ある。SX 03・ SD 04は 丸瓦の凸

面を上に順次玉縁に重ねるように組んでいる。SX 03と 類似した遺構は、1聖霊院の

解体修理に伴 う発掘調査で も検出されており、基壇の上留めと考え られている。

SD 04は 丸瓦列の下に平瓦凹面を上に して組んだ瓦列があり、これは排水施設であ

る。SD 04は SD 02を埋めた後に設けている。SX 03・ SD 04及 び周辺の瓦敷は後世

の火を受けている。SK 05は 小礫が詰まった小さな穴で礎石据付け穴の可能性 が

ある。 これに対応する礎石据付け穴を確認するため、SK 05の西約 10mの地点に第

6ト レンチを設けたが、第 1ト レンチの西南部の中世の大土城 SK 06が ここまで及

んでお り検出できなかった。第 5ト レンチでは、SD 02の 北 5mの地点で釣の手に

折れ曲る溝 SD 07・ 08を検出したが性格は不明である。
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当初の西室は『法隆寺別

当次第』によれば承暦年間

(1077～ 81年 )に 落雷のた

め北頭一房を残 し焼失 し、

以後再建 されなかったとあ

る。今回検出 した SD 01、

SD 02、 SX 03、 SD 04 は焼

失前の西室に関連する遺構

と想定され、SD 010 02は基

壇を回る溝 と考えれば、今

回は北一房の一部を検出 し

たことになる。SD 01、  SX

綾 挫

| 1卜
ｌ
Д
員

―
X-154020

|

Y-24,170

第29図 西室地区発掘遺構図

'〔

n隠 6

03の位置関係か ら焼失前の西室は東室 と対称の位置に配されていた事が明らかに

なった。東室の規模は資財帳記載の四僧房のうち、長さ17丈 5尺 のものと一致す

ることか ら、西室 も東室 とさほど規模 に差がないとすれば長さ18丈 1尺の僧房を

当てるのが適当ではないだろうか。

2 講堂東地区 (第 30図 )

講堂東地区は『聖徳太子伝私記 (抄 )』 では、「次三面僧房。此講堂之東浦在

北室跡。石居少々残見。講堂同時焼失了。中昔比也。 (以下略 )」 とあり、また、

昭和36年 の台風で松が倒れた時、その根本に礎石のあったことを確認 していると

ころか ら、この地域に北室関連遺構の存在が予想された。

第 7ト レンチでは地表下約 30 cmで 焼上を混えた瓦層に当り、この瓦層の下で北

室に関連する遺構を検出した。検出 した遺構は、東西溝 1条・ 南北溝 1条、掘立

柱塀 2条である。南北溝 SD 09、 東西溝 SD 10は両岸を瓦と石で護岸され、残 りの

良い部分では幅約 0.4m、 深 さ 0。 2mで互いに接続するが、SD 09は さらに北に延び

る。SA llは 径約 10 cm程 の柱根を留め、柱間 2.2mの 1間分を検出した。SA llは SD

10と 方位を揃える。SA 12は SA ll・ SD 10と は方向を異にする柱列で 2間分を検
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出 した。建物の可能性 もある。国土座標に対する方位の振れは若草伽藍の振れに

近い数値を示 し、西院伽藍創建以前の可能性がある。以前確認されていた礎石は

原位置を保 っていず、遺構 との関わりはわか らない。礎石は方形で上面は一辺 80

cmを 測 る。

SD 09° SD 10は建物基壇を囲る雨落溝 と考えられ、位置的に北室に伴 うもので

ある可能性が強い。新たに埋設する導水管が北室の近辺に予定されているため、

北室の範囲を確認することが必要になり、第 9・ 11・ 14ト レンチを設定 した。第

9ト レンチでは南の雨落溝 SD 14、 第 14ト レンチでは東の雨落溝と考えられる溝SD

15を検出した。これ らの溝か ら北室の基壇規模を復原すれば、東西 35.4m、 南北

12.4mと なる。軒の出を考慮すれば、資財帳に長さ10丈 6尺、幅 3丈 8尺 と記す

僧房に比定できよう。

講堂にとりつ く東側北面回廊を断ち割 った第 28ト レンチでは、SD 09の延長部を

確認するとともに、SD 09の西で石 と瓦で護岸 した南北溝 SD 16を 焼土層下で検出

したが性格は不明である。両者は方位を揃え、溝心々で 2m離 れた位置にある。

3 旧北面回廊地区 (第 31図 )

現在鐘楼・ 経蔵を経て、大講堂にとりつ く北面回廊は、当初、講堂の前で 閉 じ

るものであった。 これは『資財帳』か ら推定でき、浅野清氏の調査で北側の雨落溝

が検出され、その実在が証明された。旧導水管がこの回廊の位置に埋設されてい

るため、今回第 10・ 18・ 19の 3ト レンチを設定 し、旧回廊位置の再確認を行なった。

各 トレンチともに、後世の撹乱がいち じるしく、基壇はすでに削平されていたが、

北雨落溝 SD 13を 検出した。 とくに第 10ト レンチでは凝灰岩北側石の一部を検出し

た。南側石は、わずかに痕跡をとどめるのみである。溝幅は約 0.5mを 測る。第 18

・ 19ト レンチでは凝灰岩片がみとめ られただけである。南雨落溝 SD 19は第 10ト レ

ンチで検出した。幅は 1.3mで ある。この結果か ら、基壇幅約 6.5mの 規模に復原

できる。

第 19ト レンチ南端の上羨 SK 20か らは飛鳥時代か ら中世にいたる瓦が多量に出土

した。また第 18ト レンチでは、平安時代の上器を埋納 したピットSX 21を 検出した。
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第30図 講堂東地区発掘遺構図
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第31図  旧北面回廊地区発掘遺構図

4 現回廊地区 (第 32図 )

回廊地区では導水管の通 る位置にHケ 所の トレンチを設定 した。上面は各 トレ

ンチともに、大正修理の際の積上がみとめ られる。第 23・ 25ト レンチでは、地山

上に版築が約 30 cmの 厚さで行なわれている。第 23ト レンチでは版築土中か ら、平

安時代初期の須恵器甕 (第 34図 )が出土 した。 これは、 この頃に基壇の部分的な

改修が行なわれたことを示 している。回廊南側の第 26ト レンチ地山高は、第23ト

レンチの地山高に比 し約 lm低 く、寺造営にあたり、大規模な切上が行なわれた

ことがわかる。第 24ト レンチでは地山上に原堆積上があり、旧表土も認め られる。

その上に約 40 cmの 厚さで整地を行なった後に、版築が約 60 culの 厚さで行なわれ

ている。地山面までは、現回廊上面か ら約 1.3mを 測 る。回廊内外の第 22・ 29ト レ

ンチでも地山面までは同様の深さである。整地上は両 トレンチで認め られるが、

第 22ト レンチでは中世にほとんどが削平される。また、第 22ト レンチでは、現基

８

　

　

‐

『８
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第32図  現回廊地区発掘遺構断面図

壇の下で当初基壇の地覆石と考え られる凝灰岩列 SX 22を 検出 した。北面回廊は

大講堂 と同 じく地山削 り出しの基壇である。南側の第 17ト レンチの地山との差は

約 lmあ り、ここで も大規模な切上が行なわれていることがわかる。第40ト レン

Ｅ
一
．
駁
畔Ｚ
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チでは、地山上に焼上の堆積があり、その上に版築が行なわれる。版築土内にも

木炭が混入 していると焼土層か らは鉱滓が出土 し、西面回廊近辺で金属製品が作

られたことを示 している。

5 遺物 (第 33～ 36図 )
今回の調査で出上 した遺物の

年代は飛鳥時代か ら現代にいた

る。瓦がその大半を しめ、軒瓦

イよ521点 (12月 末日現在)に のぼ

り、 うちわけは飛鳥時代 9点、

白鳳時代 156点 、奈良時代 11点、

平安時代 107点 、中 。近世 238

点である。その他、鬼瓦、隅木

蓋瓦、鶏尾、面戸瓦などの道具

瓦や導が出土 した。第33図 1・ 2

は若草伽藍創建時の軒丸瓦で、

回廊内の上壊 SK 20か ら 出土 し

た。 3。 4は西院創建時の組み

合わせである。ヘラ書きの文字

を記 した簿 (第 35図 )が ある。

「貞観八年七月十 日請醜□」 と

読める。 しか し「醜」は異体字

にも見 られず、可能性 としては、

醍・ 睡・ 贈が考え られ、いずれ

も酒にかかわる意味をもつ。瓦

工の戯書であろうか。第 7ト レ

ンチ土壊 SK 13か ら出上した。ま

た、人物または仏像の右肩を凸
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面にヘラ描きした

平瓦が第 19ト レン

チ土壊 SK 20か ら出

上 した。唐草文様

をもつ隅木蓋瓦 (第

36図 )が 2点 出土。

中心飾 りのあるも

のが第 3ト レンチ

か ら、三角形のall

りをもつ破片が第

18ト レンチか ら出

土 した。両者を合

わせて復原すると、

文様は中心飾 りか

ら左右へそれぞれ

4回反転する均整

忍冬唐草文で、 2

種のパルメットが

交互に表現され、

幅 36 cm。 長さ42.6

cmに 復原できる。

時代は文様の特徴

か らみて、 7世紀

末葉か ら 8世紀初

頭である。

第 34図  須恵器甕

第35図 ヘラ描き導

第 36図  隅木蓋瓦
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